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☆『将来の夢に向けて、自分はどう生きていくか』を考える。それが『進路』の学習  

３年生になりました。「最上級生として頑張ろう」と決意し、気持ちを新たにして授業に臨もうと考えている人

が多いことと思います。 

皆さんにとって今年は「義務教育最後の年」であり、同時に「進路を決める大切な 1年」

です。 

よく「進路」という言葉を耳にしますが、進路とは単に「どの高校に進学するか」という

ことではありません。進学は将来の目標を達成するための一つの手段です。 

だからこそ大切なのは「自分はこれからどう生きていきたいのか」を考えることです。今の自分をしっかり見

つめながら、将来の夢や目標に向かって、自分なりの一歩を踏み出していきましょう。私たち陵北中学校の教職

員一同、みなさんの挑戦を全力で応援していきます。 
  

進路実現の「力」をつけよう！ 
これまでの生活を振り返ると、皆さんの周りには、保護者をはじめ、多くの人々がいたはずです。そし 

て見えるとこでも見えないところでも、皆さんを支えながら、進む道を整えてくれていました。 

これまでの 14年間は、いわば「用意されてきた道を歩んできた時間」といえるかもしれません。 

しかし、あと 11ヶ月で義務教育はを終わります。その先は、自分で考え、自分で選び、自分の力で道を 

切り拓いていくことになります。その時は、確実に近づいてきています。 

12月の三者懇談では、担任の先生に【自分で選び、希望した進学先】を伝えることになります。 

そこまであと約 9か月です。この期間で自分の進路について真剣に考えていく必要があります。 

そして、そのために、今身に付けてほしい「力」があります。それは次の３つです。 

（１） しっかりとした生活「力」 

     

  

 

 

 

 

 

（２） たしかな学「力」 

     

  

 

 

 
 

 （３） 自己決定「力」 

  

 

 

 

 

 

 

日常の生活と学習への取り組みや姿勢は強く結びついています。不規則でだらしのない生活では「進

路」を真剣に考え、行動していくことはできません。だからこそ、まずは日々の生活を整えることが大

切です。 

  ① 毎日の生活にリズムをつくり、けじめのある行動を心掛ける。 

② 自分の行動や言葉がどのような意味をもち、周りにどんな影響を与えるのかを考える。 

  ③ 行事や係活動、委員会などで自分の役割から逃げず、常に前向きに取り組む。 

進路を選択していくうえで、これまでと同じ学習の取組では十分とは言えません。具体的な目標や

計画を立て、粘り強く努力を続けることが必要です。そのために、次のことを意識していきましょう。 

  ① 毎日の一時間一時間の授業を大切にする。 

  ② １年間の見通しを持ち、計画的に学習に取り組む。 

  ③ １・２年生の復習を、１学期から始める。（３年生の学習と並行して進める） 

後悔しない進路選択のためには、「自分の進路は自分で決める」という意識が何より大切です。 

誰かに決めてもらうのではなく、自分で考え、納得したうえで選ぶことが、これからの人生につな

がっていきます。そのために、次のことを大切にしていきましょう。 

 ① 自分の個性、能力、適正、家庭の状況などをよく考え、家族や先生と十分に相談する。 

  ② 必要な情報は、自分から積極的に集める。 



＜保護者の皆様へ＞ 

ご進級おめでとうございます。入学してから早２年がたち、お子様の成長した姿に、私たち教

職員一同、頼もしさを感じております。 

さて、いよいよ中学校の最高学年となりました。最上級生として学校生活を支えるとともに、 

自らの進路について真剣に考え、選択していく大切な一年となります。私たち教職員も気持ちを新たにし、一人

ひとりの希望に寄り添いながら、進路の実現に向けて支援してまいります。 

進路選択においては、ご家庭と学校との連携が欠かせません。 

お子様が自分の進路を「自分のこと」としてとらえ、主体的に考え、責任をもって選択できるよう、そして選

んだ進路に適応していける力を身に付けられるよう、共に支えていきたいと考えております。 

今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

●ご家庭での配慮をお願いしたいこと 

   ① 生活リズムを整える。 

（十分な睡眠時間の確保や、家庭での学習時間の確保、スマートフォンなど電子機械の使用についてのルール等） 

   ② バランスのとれた食事を心がける。 

   ③ 家族の一員として、家庭内での役割や仕事を担う。 

   ④ 進路に関わるプリントには必ず目を通し、期日を守って提出する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路選択に向けて 

【進路便りの活用について】 

○本便りは、生徒に必ず目を通すよう指導するとともに、ご家庭でもご覧いただくようお伝えしています。内容

をご確認の上、大切に保管して下さい。 

○高等学校等の見学会や募集要項、奨学金、受験手続きなど、進路に関わる重要な情報を掲載します。見落とし

のないようご注意ください。なお、発行は不定期となります。 
  
【進路希望調査について】 

 ○年間で４回の進路希望調査を実施します。第１回目の配付は４月９日(木)，提出締切は23日(木)を予定して

います。進路については、できるだけ早い時期からご家庭で話し合っていただきますようお願いいたします。 

○記入の際は、正式な「高校名・日課・学科・コース」を正確にご記入ください。 

○提出期限は必ずお守り下さい。提出忘れや遅れがないようご協力をお願いいたします。 
  
【進路相談について】 

 ○相談内容を進路に限るものではありませんが、担任と生徒によるの二者懇談を、年間で少なくとも 2 回実施

します。特に10月以降は、進路に関する相談が中心となります。 

 ○保護者の皆様でご相談がある場合は、随時受け付けております。担任、または進路係まで、お気軽にご連絡く

ださい。電話でのご相談も可能です。 
   

【三者懇談について】 

 ○三者懇談は例年通り、７月と12月に実施します。特に12月の懇談は、それまで担任とお子様の間で積み重

ねてきた進路希望について、最終的な確認・決定を行う大切な機会となります。必ずご出席くださいますよ

うお願いいたします。 
  
【高校説明会、オープンスクール、学校見学会は、ぜひお子さま＋保護者の方で！】 

 ○保護者の方へのお願いです。高校の学校説明会や見学会には、可能な範囲でぜひお子様と一緒にご参加くだ

さい。 

○例年、学力テストC終了後の 11月中旬から下旬にかけては、志望校決定の時期となり、生徒は不安や迷い

を感じやすくなります。 

○そのような時期において、保護者の皆様が実際に足を運び、ご自身の目で確かめた「最新の情報」や、書籍や

ホームページだけでは伝わりにくい「学校の雰囲気」は、お子様への助言や支えとして大きな力になります。 

○お忙しい中とは存じますが、可能な範囲で各高校へ足をお運びくださいますようお願いいたします。 


